






　大学生のみなさんにとって、将来何をしたい

か、どのような職業に就きたいか、自分は何に

向いているのかと考えることはいまや避けて通

れない課題ではないでしょうか。もちろん、入学

以前から将来の目標を明確にしている人もい

ますが、自分のやりたいことをみつけたり、自分

の可能性を広げたりしたいと思って大学に進

学する人は少なくありません。

　人間の発達過程において、青年期に達成

すべき課題はアイデンティティの確立だといわ

れます。しかし、自分とはどのような人間か、自

分はどのようになりたいのかを比較的自由に

考えられるようになったのは、近代以降の話で

す。しかも、社会階層を問わず、一般の青年層

がこうした青年期の課題を広く享受できるよう

になったのは20世紀に入ってからのこと。生ま

れながらに身分や職業が決まっていた時代に

は考えられないことだったわけです。したがっ

て、「青年期」は社会経済の発展や教育機会

の拡大に伴って生み出され、延長されてきたも

のとみることができます。

　一定期間、労働を猶予され、将来の準備の

ために勉強に専念することが許される時代に

なったというのは大変恵まれたことでもあり、同

時に、悩ましいことでもあるかもしれません。社

会の高度化・複雑化は職業選択肢の幅を一

層広げ、ライフスタイルを多様にし、自分に適し

た道を選びとるためには自分自身と向き合うこ

とを余儀なくされるようになりました。

　この授業では、こうした青年期の只中にある

大学生のみなさんと一緒に、戦後日本社会に

おける学生集団が固有にもつ文化（意識、価

値観、行動なども含みます）とそこからうかがえ

る学生像、そして、大学と学生との関係性につ

いて、その変容をたどっていきます。日本では

戦後約60年間で、10人に1人が大学・短大に

進学する時代から2人に1人が進学する時代

へと大きく移り変わりました。もはや、大学への

進学は特別なことではなく、当たり前とすら思

われるようになってきました。

　このように、大学に進学することの意味づけ

が変化してきたことは、大学生の生活や志向

性にも影響を及ぼしています。授業では、映

像、学生調査、新聞記事などを用いて、およそ

10年刻みに各時期の大学生の姿を紹介しま

す。旧制高校を中心に広がった哲学書を愛好

する教養主義やバンカラな寮生活、戦後復興

期にみる苦学生の実態や当時の娯楽、暴力

行為も辞さず大学や社会に対して異議申し立

てをした大学紛争、政治や社会への関心が薄

れモラトリアムに安住したがる風潮、学生が消

費の主体となりレジャーランド化する大学、就職

氷河期を背景に授業にまじめに出席する一

方で受身な態度にとどまる学生など、その姿は

様々です。

　授業では、過去の学生と対峙するばかりで

はありません。学生のみなさんがそれらの学生

像を相対化してとらえつつ、さらに、勉強、サー

クル、アルバイト、就職、交友関係など多様な観

点から、現代の学生と大学を読み解いていき

ます。いつの時代も、「最近の若者は・・・」と、

若者はしばしば批判の対象にされてきました。

しかし、既存の社会とは異なる新たな価値観

の担い手が若者であったことも見逃せません。

現代の学生も、「遊んでいる」、「打ち込むもの

がない」などと否定的な側面が強調されがち

かもしれませんが、キャリアとの関係において

絶えず「自分の生き方」を問われる悩み多き

存在であり、いざというときにはボランティア活

動などで力を発揮する頼もしい存在でもあると

思われます。学生のみなさんには、過去の学

生像に現在との共通点を見出したり、違和感

を覚えたり、今の学生像を再解釈したりなど、

ディスカッションやコメント・ペーパーなどを活用し

て、率直な生の声を寄せてもらいます。こうした

振り返りを通して、この授業が「大学生」である

自分自身と日常生活の場である「大学」の存

在を見つめ直し、自らにとっての大学の意味と

今後の自分のあり方について考える契機にな

ればと願っています。

※2008年度以前の入学者には「発達文化論」

　として開講しています。

Aogaku Lecture ①

No.57誌 上 公 開 講 座

　杉谷 祐美子
教育人間科学部教育学科 准教授

青年文化論
─青年期・学生文化・大学の変容と現在─

2011年度ペアレンツウィークエンドのお知らせ
　青山学院大学では、大学後援会事業の一
環として保護者のみなさまとの連絡を密にし、
ご子女に関する相談や本学に対するご意見
等をうかがい、それらを大学運営に反映させる
目的をもって、懇談会を開催しています。今年
度の開催日程は下表のとおりです。対象とな
る保護者の方には、改めてご案内いたします。
　より多くの保護者のみなさまの参加をお待ちしております。　

2011年度
前期の授業期間について

　既に学生ポータル等でお知らせしているとおり、2011年

度前期の授業は7月9日を最終日といたします。

　夏季の電力不足が予測されているなかで、節電の社会

的要請に応える措置でありますことに、ご理解とご協力を

お願いいたします。本学としても、青山・相模原両キャンパ

スの節電計画を立て、協力していく所存です。

　なお、不足する授業日数分の学修内容を確保し、成績評

価を行うための補講、課題・レポート、平常試験等がありま

すので、学生の皆さんは授業時の指示および学生ポータ

ルを随時確認してください。

7月10日（日）
7月10日（日）
7月10日（日）
7月16日（土）
7月17日（日）
7月17日（日）
7月23日（土）
7月23日（土）
7月30日（土）
7月31日（日）
8月 6 日（土）
8月 7 日（日）
8月20日（土）
8月20日（土）
8月21日（日）
8月27日（土）
8月27日（土）
8月27日（土）
9月 3 日（土）
9月 4 日（日）

青森国際ホテル
宇都宮東武ホテルグランデ
常磐ホテル
ホテルクレメント徳島
全日空ホテルクレメント高松
ANAクラウンプラザホテル神戸
ホテルメトロポリタン仙台
ソラリア西鉄ホテル
パシフィックホテル沖縄
キャッスルプラザ
ホテルスカイタワー
ホテルメトロポリタン高崎
米子全日空ホテル
ホテルグランヴィア岡山
ホテルサンルート徳山
ホテルニューオータニ高岡
ホテルアソシア静岡
熊本全日空ホテルニュースカイ
ロワジールホテル函館
ニューオータニイン札幌

青 森
宇 都 宮
甲 府
徳 島
高 松
神 戸
仙 台
福 岡
沖 縄
名 古 屋
宮 崎
高 崎
米 子
岡 山
山 口
富 山
静 岡
熊 本
函 館
札 幌

青 森 県
栃 木 県
山 梨 県
徳 島 県
香 川 県
兵 庫 県
宮 城 県
福 岡 県
沖 縄 県
愛 知 県
宮 崎 県
群 馬 県
鳥 取 県
岡 山 県
山 口 県
富 山 県
静 岡 県
熊 本 県
北 海 道
北 海 道

地　区 開催都市 開催日 会　場

開催時間●10：30～15：00（会場によって時間が異なる場合があります）
対象：全都道府県在住、全学年の保護者の方。お住まいの近くの会場に限らず、
どの会場にご出席いただいても結構です。

6月25日（土）全学部1年生 相模原

対象学部　　　　　　　　　　 開催日　 　　開催キャンパス

対象学部　　　　　　　　　　 開催日　 　　開催キャンパス

首都圏ペアレンツウィークエンド（全学部）

首都圏ペアレンツウィークエンド（学部別）

6月　4日（土）

6月11日（土）

6月11日（土）

6月18日（土）

7月　2日（土）

経済学部・経済学部第二部
総合文化政策学部
法学部
経営学部・経営学部第二部
社会情報学部
文学部・文学部第二部
教育人間科学部
国際政治経済学部
理工学部

青　山

青　山

相模原

青　山

相模原

地区ペアレンツウィークエンド

問い合わせ先 ： 庶務部庶務課  ペアレンツウィークエンド 担当　
                      TEL. 03-3409-8568
　　　　　　　 http://www.aoyama.ac.jp/target/parents/

研究成果 発表状況
　研究活動を終了したプロジェクトから研究成果として、市販本や
報告論集が以下のとおり刊行されました。 

総　合
研究所

2010年度研究成果

課 題 別

キリスト教文化

人 文 科 学

自 然 科 学

自 然 科 学

自 然 科 学

青山文化の総合的研究

大学におけるキリスト教教育
－その歴史・現状・展望－

国家の歴史的形成と文学
および言語の動態的研究

強磁性を示す電荷移動錯体の
複素誘電率スペクトロスコピー
超臨界ガス降着現象と
銀河・ブラックホールの進化
イリジウム錯体触媒を用いる
環境調和型有機合成反応の開発

研究部　　　　　     研究プロジェクト　　　　　　　      研究成果
市販本
『青山文化研究
－その歴史とクリエイティブな魅力－』
（宣伝会議）2,100円
市販本
『キリスト教大学の使命と課題
－青山学院の原点と21世紀に
おける新たなる挑戦－』
（教文館）1,680円
市販本
『国家と言語－前近代の東アジアと
西欧』
（弘文堂）3,360円

報告論集

報告論集

報告論集

市販本
『戦争記憶の継承
－語りなおす現場から－』
（社会評論社）3,360円

市販本
『安全と危険のメカニズム』
（新曜社）2,520円

市販本
『国際言語環境の認識と対応
実践編』
（アルクコミュニケーションズ）1,890円

戦争記憶の検証と平和概念の
再構築

Aoyama & Asia e-Learning
Network (A2EN)

科学技術の発展と心的機能から
探る安全と危険のメカニズムに関
する総合研究

創立20周年記念
特別研究プロジェクト

創立20周年記念
特別研究プロジェクト

特別研究
プロジェクト

問い合わせ先
学生部学生課
TEL. 03-3409-7835

学生団体の活動予定は、今後変更になる可能性があります。

居合道部　第43回東日本居合道新人戦（6月）　第18回東京都女子居合道大会（7月）
空手道部　第55回全日本学生空手道選手権大会（7月）
弓道部　第41回全関東学生弓道選手権大会（6月）
拳法部　全国大学選抜選手権大会（6月）　東日本学生個人選手権（6月）
ゴルフ部　関東学生ゴルフ選手権予選会（6月）
サッカー部　ＪＲ東日本カップ2011第85回関東大学サッカーリーグ戦（前期）（6月）
自動車部　全関東学生ダートトライアル選手権大会（7月）
射撃部　東日本学生ライフル選手権大会（6月）
水泳部　第25回夏季関東学生公認記録会（7月）
ソフトテニス部　東都大学ソフトテニス選手権大会（6月）　東日本学生選手権大会（6月）
卓球部　関東学生卓球選手権大会（6月）　全日本学生卓球選手権大会（7月）
チアリーディング部　第13回関東チアリーディング選手権大会（6月）
軟式野球部　春季リーグ戦（6月）
馬術部　第81回関東学生馬術争覇戦（6月）　第46回関東学生馬術三大大会（6月）

主要活動予定（２０１1年6月～7月）

主要活動報告（２０１1年3月）

バドミントン部　関東学生バドミントン選手権大会（6月）
バレーボール部　東日本大学バレーボール選手権大会（6月）
パワーリフティング部　全日本ジュニアパワーリフティング選手権大会（6月）
フェンシング部　剛毅杯（6月）
ボクシング部　関東大学ボクシングリーグ戦（6月）
ヨット部　関東学生ヨット個人選手権（6月）
陸上競技部（短距離ブロック）　2011日本学生陸上競技個人選手権大会（6月）
　　　　　　　　　　　　　　第95回日本陸上競技選手権大会（6月）
レスリング部　東日本学生春季新人戦（6月）
青山フォークウェイズ　春季定例コンサート（6月）
アナウンス研究会　ジョイント・モニター・フェスティバル（6月）
Ｅ．Ｓ．Ｓ．　大木杯スピーチコンテスト（7月）
ギターアンサンブル　関東学生ギター連盟定期演奏会（6月）
競技ダンス部　東部日本学生競技ダンス選手権大会・皐月杯争奪学生競技ダンス選手権大会・
　　　　　　　全日本学生選抜競技ダンス選手権大会（7月）
写真研究会　写真展（6月）
箏・尺八研究会　関東学生三曲連盟定期演奏会（6月）
ロイヤルサウンズジャズオーケストラ　トライアングルコンサート（7月）

航空部　第51回全日本学生グライダー選手権　団体6位 個人5位（3月）

今号の誌上公開講座から、本学の各学部学科および大学院で開講されている特色ある授業をピックアップして紹介していきます。今回は、教育人間科
学部の杉谷祐美子准教授による「青年文化論」を取りあげました。

（専門職大学院を除く）
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No.57誌 上 公 開 講 座

　杉谷 祐美子
教育人間科学部教育学科 准教授

青年文化論
─青年期・学生文化・大学の変容と現在─

2011年度ペアレンツウィークエンドのお知らせ
　青山学院大学では、大学後援会事業の一
環として保護者のみなさまとの連絡を密にし、
ご子女に関する相談や本学に対するご意見
等をうかがい、それらを大学運営に反映させる
目的をもって、懇談会を開催しています。今年
度の開催日程は下表のとおりです。対象とな
る保護者の方には、改めてご案内いたします。
　より多くの保護者のみなさまの参加をお待ちしております。　

2011年度
前期の授業期間について

　既に学生ポータル等でお知らせしているとおり、2011年

度前期の授業は7月9日を最終日といたします。

　夏季の電力不足が予測されているなかで、節電の社会

的要請に応える措置でありますことに、ご理解とご協力を

お願いいたします。本学としても、青山・相模原両キャンパ

スの節電計画を立て、協力していく所存です。

　なお、不足する授業日数分の学修内容を確保し、成績評

価を行うための補講、課題・レポート、平常試験等がありま

すので、学生の皆さんは授業時の指示および学生ポータ

ルを随時確認してください。

7月10日（日）
7月10日（日）
7月10日（日）
7月16日（土）
7月17日（日）
7月17日（日）
7月23日（土）
7月23日（土）
7月30日（土）
7月31日（日）
8月 6 日（土）
8月 7 日（日）
8月20日（土）
8月20日（土）
8月21日（日）
8月27日（土）
8月27日（土）
8月27日（土）
9月 3 日（土）
9月 4 日（日）

青森国際ホテル
宇都宮東武ホテルグランデ
常磐ホテル
ホテルクレメント徳島
全日空ホテルクレメント高松
ANAクラウンプラザホテル神戸
ホテルメトロポリタン仙台
ソラリア西鉄ホテル
パシフィックホテル沖縄
キャッスルプラザ
ホテルスカイタワー
ホテルメトロポリタン高崎
米子全日空ホテル
ホテルグランヴィア岡山
ホテルサンルート徳山
ホテルニューオータニ高岡
ホテルアソシア静岡
熊本全日空ホテルニュースカイ
ロワジールホテル函館
ニューオータニイン札幌

青 森
宇 都 宮
甲 府
徳 島
高 松
神 戸
仙 台
福 岡
沖 縄
名 古 屋
宮 崎
高 崎
米 子
岡 山
山 口
富 山
静 岡
熊 本
函 館
札 幌

青 森 県
栃 木 県
山 梨 県
徳 島 県
香 川 県
兵 庫 県
宮 城 県
福 岡 県
沖 縄 県
愛 知 県
宮 崎 県
群 馬 県
鳥 取 県
岡 山 県
山 口 県
富 山 県
静 岡 県
熊 本 県
北 海 道
北 海 道

地　区 開催都市 開催日 会　場

開催時間●10：30～15：00（会場によって時間が異なる場合があります）
対象：全都道府県在住、全学年の保護者の方。お住まいの近くの会場に限らず、
どの会場にご出席いただいても結構です。

6月25日（土）全学部1年生 相模原

対象学部　　　　　　　　　　 開催日　 　　開催キャンパス

対象学部　　　　　　　　　　 開催日　 　　開催キャンパス

首都圏ペアレンツウィークエンド（全学部）

首都圏ペアレンツウィークエンド（学部別）

6月　4日（土）

6月11日（土）

6月11日（土）

6月18日（土）

7月　2日（土）

経済学部・経済学部第二部
総合文化政策学部
法学部
経営学部・経営学部第二部
社会情報学部
文学部・文学部第二部
教育人間科学部
国際政治経済学部
理工学部

青　山

青　山

相模原

青　山

相模原

地区ペアレンツウィークエンド

問い合わせ先 ： 庶務部庶務課  ペアレンツウィークエンド 担当　
                      TEL. 03-3409-8568
　　　　　　　 http://www.aoyama.ac.jp/target/parents/

研究成果 発表状況
　研究活動を終了したプロジェクトから研究成果として、市販本や
報告論集が以下のとおり刊行されました。 

総　合
研究所

2010年度研究成果

課 題 別

キリスト教文化

人 文 科 学

自 然 科 学

自 然 科 学

自 然 科 学

青山文化の総合的研究

大学におけるキリスト教教育
－その歴史・現状・展望－

国家の歴史的形成と文学
および言語の動態的研究

強磁性を示す電荷移動錯体の
複素誘電率スペクトロスコピー
超臨界ガス降着現象と
銀河・ブラックホールの進化
イリジウム錯体触媒を用いる
環境調和型有機合成反応の開発

研究部　　　　　     研究プロジェクト　　　　　　　      研究成果
市販本
『青山文化研究
－その歴史とクリエイティブな魅力－』
（宣伝会議）2,100円
市販本
『キリスト教大学の使命と課題
－青山学院の原点と21世紀に
おける新たなる挑戦－』
（教文館）1,680円
市販本
『国家と言語－前近代の東アジアと
西欧』
（弘文堂）3,360円

報告論集

報告論集

報告論集

市販本
『戦争記憶の継承
－語りなおす現場から－』
（社会評論社）3,360円

市販本
『安全と危険のメカニズム』
（新曜社）2,520円

市販本
『国際言語環境の認識と対応
実践編』
（アルクコミュニケーションズ）1,890円

戦争記憶の検証と平和概念の
再構築

Aoyama & Asia e-Learning
Network (A2EN)

科学技術の発展と心的機能から
探る安全と危険のメカニズムに関
する総合研究

創立20周年記念
特別研究プロジェクト

創立20周年記念
特別研究プロジェクト

特別研究
プロジェクト

問い合わせ先
学生部学生課
TEL. 03-3409-7835

学生団体の活動予定は、今後変更になる可能性があります。

居合道部　第43回東日本居合道新人戦（6月）　第18回東京都女子居合道大会（7月）
空手道部　第55回全日本学生空手道選手権大会（7月）
弓道部　第41回全関東学生弓道選手権大会（6月）
拳法部　全国大学選抜選手権大会（6月）　東日本学生個人選手権（6月）
ゴルフ部　関東学生ゴルフ選手権予選会（6月）
サッカー部　ＪＲ東日本カップ2011第85回関東大学サッカーリーグ戦（前期）（6月）
自動車部　全関東学生ダートトライアル選手権大会（7月）
射撃部　東日本学生ライフル選手権大会（6月）
水泳部　第25回夏季関東学生公認記録会（7月）
ソフトテニス部　東都大学ソフトテニス選手権大会（6月）　東日本学生選手権大会（6月）
卓球部　関東学生卓球選手権大会（6月）　全日本学生卓球選手権大会（7月）
チアリーディング部　第13回関東チアリーディング選手権大会（6月）
軟式野球部　春季リーグ戦（6月）
馬術部　第81回関東学生馬術争覇戦（6月）　第46回関東学生馬術三大大会（6月）

主要活動予定（２０１1年6月～7月）

主要活動報告（２０１1年3月）

バドミントン部　関東学生バドミントン選手権大会（6月）
バレーボール部　東日本大学バレーボール選手権大会（6月）
パワーリフティング部　全日本ジュニアパワーリフティング選手権大会（6月）
フェンシング部　剛毅杯（6月）
ボクシング部　関東大学ボクシングリーグ戦（6月）
ヨット部　関東学生ヨット個人選手権（6月）
陸上競技部（短距離ブロック）　2011日本学生陸上競技個人選手権大会（6月）
　　　　　　　　　　　　　　第95回日本陸上競技選手権大会（6月）
レスリング部　東日本学生春季新人戦（6月）
青山フォークウェイズ　春季定例コンサート（6月）
アナウンス研究会　ジョイント・モニター・フェスティバル（6月）
Ｅ．Ｓ．Ｓ．　大木杯スピーチコンテスト（7月）
ギターアンサンブル　関東学生ギター連盟定期演奏会（6月）
競技ダンス部　東部日本学生競技ダンス選手権大会・皐月杯争奪学生競技ダンス選手権大会・
　　　　　　　全日本学生選抜競技ダンス選手権大会（7月）
写真研究会　写真展（6月）
箏・尺八研究会　関東学生三曲連盟定期演奏会（6月）
ロイヤルサウンズジャズオーケストラ　トライアングルコンサート（7月）

航空部　第51回全日本学生グライダー選手権　団体6位 個人5位（3月）

今号の誌上公開講座から、本学の各学部学科および大学院で開講されている特色ある授業をピックアップして紹介していきます。今回は、教育人間科
学部の杉谷祐美子准教授による「青年文化論」を取りあげました。

（専門職大学院を除く）
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AGUニューズについて

●２０１1年5月24日発行●

発行元：青山学院 本部広報部
TEL.03-3409-6578

青山学院大学では、大学広報誌「AGUニューズ」を年5回（1月、3月、5月、
7月、10月）発行し、在学生の保証人の方々へ送付しています。また、在学生
を対象としてキャンパス内AGUニューズ専用スタンドにて配布しています。

●AGUニューズのバックナンバーは、本学ウェブサイトでご覧いただけます。
●AGUニューズを確実に保証人の方々へお届けするため、住所が変更になった場
合は、住所変更の手続きをお取りください。

　事務取扱窓口　青山キャンパス→学生部厚生課
　　　　　　　　相模原キャンパス→スチューデントセンター・学生生活グループ

仲間の結束力が自慢。今年は全国制覇を目指します！
　日本の伝統武術「居合道」を通じて、心身ともに自らを鍛えあげることが目標です。日々の
稽古では、素振りや体さばきの基礎練習から始め、技の稽古、試合形式の演武会などを行っ
ています。東日本学生居合道大会において2009年度、2010年度と連続で団体優勝を果
たし、2010年には全日本学生居合道大会でも団体戦第3位の結果を残しました。
　目標は高く掲げていますが厳しいだけでなく、稽古中とそれ以外のメリハリを大切にして
います。とくに先輩と後輩の関係をしっかり持ちながらも、垣根なく楽しく接することができ
るのが居合道部の特色。大学4年間で後輩指導や部の運営など学年に応じた役割を団体に
所属して経験することは、卒業後も必ず役立つと思います。
　部活動の最大の意義は、先輩・同期・後輩との「連携」を学べることです。仲間のなかで自分
は何ができるのか、どのような役回りなのかを理解し、できる限りの役目を果たす。それが仲
間同士の結束を固め、信頼感を生み出し、大会の結果にもつながります。今年度はさらに目
標を高く掲げ、東日本大会3連覇と全国大会優勝を目指します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主将：経済学部経済学科3年　玉光 弘和）

7 体育会　居合道部

練習場にて

青山祭での演武公開

〒150-8366 東京都渋谷区渋谷4-4-25
URL. http://www.aoyama.ac.jp

青山学院大学

AGUニューズ第57号［2011年6月～7月号］
2011年度一般入学試験・大学入試センター試験利用入学試験結果
バッハ・コレギウム・ジャパン レクチャーコンサート

2011年度 大学執行部、学部長・研究科長紹介
2010年度 学生表彰、体育会優秀団体・選手表彰

Aogaku Lecture①
青年文化論─青年期・学生文化・大学の変容と現在─

2011年度 ペアレンツウィークエンドのお知らせ
教育課程移行の延期についての説明会 開催報告
2011年度 前期の授業期間について
2011年度 オープンキャンパスについて

報告・お知らせ

INFORMATION

誌上公開講座

本誌掲載の記事、写真、図版などの無断転載・複製を禁じます©2011青山学院大学

6月
6 /10（金）
6 /11（土）
6 /20（月）
6 /21（火）
6 /26（日）
6 /11（土）
6 /12（日）
6 /12（日）
6 /19（日）
6 /11（土）
6 /18（土）
6 /10（金）
6 /11（土）
7月 
　7 / 8（金）
7 / 9（土）
7 / 9（土）
7 /12（火）
7 /16（土）
7 /31（日）
7 / 7（木）
7 /16（土）

7 / 9（土）
7 /10（日）
7 /12（火）
7 / 3（日）
7 / 2（土）
7 / 7（木）
7 / 8（金）
9月 
　9 /23（金・祝）
9 /25（日）
9 /13（火）
9 /14（水）
9 /24（土）
9 /12（月）
9 /13（火）
9 /21（水）
9 /22（木）
9 /28（水）
10月
10/22（土）

　青山学院大学では、本学受験を希望する受験生に情報を提供し、本学への
理解を深めていただくため、全国各地で開催される進学相談会に参加してい
ます。開催日程は以下のとおりです。

2011年度 進学相談会開催日程

教育課程移行の延期についての説明会 開催報告

※開催日、会場等は変更になる場合がありますので、広報入試
　センターにお問い合わせください。
※進学相談会の全日程は本学ウェブサイトでご覧いただけます。

函館
札幌
秋田
盛岡
仙台
横浜
千葉
秋葉原
立川
名古屋
大阪
米子
松江

郡山
福島
池袋
新宿
有明
横浜
新潟
名古屋

神戸
京都
大阪
広島
福岡
那覇
那覇

札幌
横浜
富山
金沢
静岡
徳島
高松
高知
松山
宮崎

池袋

ベルクラシック函館
アスティ４５
ホテルメトロポリタン秋田
ホテルメトロポリタン盛岡
TIC
横浜新都市ホール
京葉銀行文化プラザ
秋葉原ダイビル
立川グランドホテル
名古屋デザインホール
梅田センタービル（クリスタルホール）
米子全日空ホテル
くにびきメッセ

郡山ビューホテルアネックス
エスパル福島
サンシャインシティ　文化会館
ＮＳビル
東京ビッグサイト
パシフィコ横浜
ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟
名古屋国際会議場

神戸サンボーホール
みやこメッセ
インテックス大阪
基町クレド
エルガーラ
パシフィックホテル沖縄
パシフィックホテル沖縄

アスティ４５
パシフィコ横浜
オークスカナルパークホテル富山
金沢駅もてなしドーム
パルシェ
ホテルクレメント徳島
全日空ホテルクレメント高松
高知市文化プラザ「かるぽーと」
愛媛県県民文化会館
ＭＲＴ micc

サンシャインシティ　文化会館

相模原キャンパス

　既に文書・学生ポータル等でお知らせしておりますとおり、本学
では2012年度に予定していた教育課程の移行を2013年度に延期
することとしました。この度、保証人・学生の皆さまを対象とした
説明会を実施しましたので報告いたします。

  保証人対象

4月16日(土)14：00～　青山キャンパス ガウチャー記念礼拝堂
4月23日(土)14：00～　青山キャンパス 9号館910教室
4月30日(土)14：00～　青山キャンパス ガウチャー記念礼拝堂

  在学生対象

4月15日(金)12：35～　相模原キャンパス Ｂ737会議室
　　　　　　14：45～　相模原キャンパス ウェスレー・チャペル
4月18日(月)12：35～　相模原キャンパス ウェスレー・チャペル
　　　　　　14：45～　相模原キャンパス ウェスレー・チャペル

　説明会でいただいたご意見・ご要望につきましては今後も真摯に
検討させていただくとともに、専用相談窓口の開設や中間報告会の
実施等につきまして随時お知らせいたします。

　高等学校の進路指導担当教員を対象とした大学説明会を下記のとお
り開催いたします。2012年度の入試情報や本学のカリキュラム、新
設の文学部比較芸術学科等について最新の情報をお伝えします。

　なおご参加いただくには事前の申し込みが必要となります。広報入試
センターより各高等学校へ送付いたしましたご案内をご確認いただき
ますよう、よろしくお願いいたします。

　本誌第56号(3月発行)でオープンキャンパスの開催日程を掲載しま
したが、夏季の消費電力削減のため日程・開催内容等を変更する可能
性があります。詳細は今後本学ウェブサイトにてお知らせします。
広報入試センター広報課：TEL.03-3409-8626

進路指導担当者向け大学説明会のお知らせ

2011年度 オープンキャンパスについて

6月3日（金）青山キャンパス
6月7日（火）さいたま会場（大宮）

T O P I C S

なすべきこと、
できることを見極めて、
前に進んでいきましょう

特集

院長・学長からのメッセージ

6月14日（火）千葉会場（千葉）
6月21日（火）相模原キャンパス

在学生と卒業生が語る

教師という「生き方」
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